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東京の農業に 関する 試験研究の歴史は、明治三十三年に農事試験場(現農業試験場)が創設されたこ 

とに始まり、今年で 100 年目 を迎えました。当時は、江戸時代から続く江戸農学の伝統技術と欧米の 

農業技術 を 融合 させる機運 が 高まっており、技術指導の もととなる 試験研究 と 指導者の育成 を行う 

ために農事試験場が設置されま した。

当試験場では東京農業の変遷に合わせて、品種改良、栽培技術の改善、病害虫の防除などについ 

て新しい農業技術を開発してきました。明治以降、中国や欧米からいろいろな作物が積極的に導入 

されましたが、これらは農業者や技術者の努力によって改良が加えられ、東京はもとより全国にも 

普及し、日本農業の発展にも大きく貢献しています。

これから の東京で都市農業を持続的に発展 させ、また、山間地や島しょの農業を育成するために 

は、東京の特産野菜である うどなどの新品種の育成や、東京型有機農業技術を確立するための試験、 

バイオテクノロジーを利用した害虫防除技術の開発など、新たな技術の研究・ 開発に取り組むこと 

が重要です。

二十一世紀 という新しい 時代 を迎えようとしている 現在、百年に及ぶ東京農業の試験研究の歴史 

と業績を振り返り、これからの農業を展望することはたいへん意義のあることだと思います。農業 

試験場では、今後も産業としての東京農業の振興と、農業•農地による良好な都市環境の保全をめ 

ざして、試験研究に取り組んでまいります。本書が多くの方に活用され、東京農業の一層の発展と 

農業の果たす役割について ご理解いただ ければ幸いです。
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東京農業の歴史を遡ると、江戸に幕府が置かれた数年後から、農産物の生産量が飛躍的に増加し 

ています。寛永年間 (1635年)に参勤交代の制度が確立すると、江戸住まいの大名達は国元で作っ 

ていだ野菜の種子などを取り寄せ、下屋敷などで作らせました。こうして、江戸には全国から多く 

の野菜や果物の種子が集まったことから、江戸の農民はこれら農作物の品種改良に熱心に取組み、 

沢山の野菜、果物、花などの品種を作り出しました。

この様な歴史を背景に、明治33年4月、現在の高層都庁舎から眼下に望める、中野区中央に試験研 

究のセンターとして、東京府農事試験場が設立されました。その後、周辺地域の都市化が進み、大 

正13年には現在の立川に移転しましたが、本年でめでたく も設立loo年を迎えました。

この間、時代の要請を適確にとらえ日夜試験研究が行なわれ、次々と新技術、新品種が作出され 

ましたが、とりわけブドウの「高尾」、トマトの「ふじみ」、そしてウドの「多摩、都」などの優良 

品種は、東京の農家の経営安定に大きく貢献しました。近年では緑化木やグランドカバー、公害研 

究やバイオテクノロジーなどに も取組まれ、それら試験研究の成果は農業技術の目覚しい進歩に生 

かされてまいりました。これも試験研究に心血を注いだ先人を始め、多く の研究者のご功績、ご労 

苦の賜物で衷心より敬意を表する と ともに、21世紀にこの輝かしい歴史を伝え、更なる東京農業の 

発展に資するため本誌の編纂に取組んだ次第です。

おりしも、消費者の意向もふまえた中で、新農業基本法が制定され、「都市農業」が法律に明確に 

位置づけられました。これを受けて「21世紀の東京農業が果たすべき役割と振興の方向」(農対審答 

申)が示されましたが、東京農業の存続•発展には、都民と一体になった農業振興が不可欠で、都 

民が豊かで快適に暮らせる「礎」として、東京都農業試験場の存在が多く の都民から熱望されてお 

り ます。 .

本誌が、loo年の研究成果を踏まえ、21世紀の東京農業を切り拓く上で、広範な分野で活用されま 

すことを祈念して、ご挨拶といたします。



発刊にあたって
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東京都農業試験場の前進である東京府立農事試験場が明治33年4月に現在の中野区中央に創設され 

てから、今年で100年をむかえました。この間、大正 13 年2 月 に現在の立川市富士見町に移転、昭和 

24年9月には東京都農業試験場と改称し、新しく戦後の再スタートをすることとなりました。その後 

林業部門、食品部門、畜産部門、蚕業部門、島しよ試験地などとの組織一元化あるいは分離•独立を経 

て今日におよんでいます。

そも そ も 東京農業は、江戸文化 を支え て き た江戸農業の高い技術 と 欧米の先進的技術の科学的融 

合の もとに飛躍的発展を遂げて まいりました。

こうした動きと相まって、東京都農業試験場は創設以来、新しい農業技術の発進基地としてその 

時々の社会の要請に応えた試験研究に取り組み、稲・変 芋類などの食用作物や野菜 • 花き • 果樹 

などの園芸作物、そして茶、山葵などの工芸作物など、それぞれの品種改良•育成、栽培技術の改 

善、病害虫防除や不良土壌問題の解決、蚕業の育成•指導など実用的課題に取り組み、これらの生 

産振興に大きく貢献してまいりました。

昭和40年代には高度経済成長政策の影響で環境の悪化が進み、水質汚濁、大気•土壌汚染、農薬 

残留、緑化など環境保全課題にも取り組み、さらに科学技術の日進月歩を背景に、バイオテクノロ 

ジーや病害虫の総合防除技術、有機農産物栽培指針の作成など、農業生産の安定化 と 農産物の安全 

性技術の開発に取り組んでまいりました。

そして現在、東京農業をめぐる状況は、ながびく景気の低迷、担い手不足など引き続き厳しい状 

況下にあるものの、新しい農業基本法のもとで都市農業が明確に位置づけられ、21世紀東京農業の 

振興方向を指し示す「農対審答申」や「産業振興ビジョン」が相次いで打ち出されるなど東京農業 

への期待も高まっています。

農業試験場では、東京農業が消費者に囲まれ展開されているという有利性を生かし、IT (情報技 

術)やバイオテクノロジーなどの先端技術を取り入れながら、東京の農業者が夢と希望をもって営 

農に取り組むことができる実用性の高い技術の開発に努め、21世紀の東京農業の振興に寄与してい 

きたいと考えております。

この度、「都市 との共生 を ！ 21 世紀東京農業記念事業」の一環と して「東京農業と試験研究100年の 

あゆみ」を発刊し、明治から平成の今日にいたる100年の東京農業ならびに試験研究の変還、主な試 

験研究の成果を取りまとめました。内容は、多く の先輩諸氏の業績が一覧でき、彼らの仕事へのご 

奮闘が偲ばれる貴重なものです。この記念誌が、次代の東京農業の躍進にお役に立てれば幸いです。

最後に、本誌の発刊に際し、執筆編集に携わった関係者、資料・写真・寄稿文などにご協力いた 

だいた農業団体ならびにOB各位、当記念事業の実施にあたりご理解とご尽力をいただいた実行委員 

会の皆様に心 よりお礼 を 申 し上げ発刊の ご あいさつといたします。
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中野時代の本場全景

中野時代の温室(森田喜平氏蔵)

［農業試験場60年史より転載］



旧第一分場 ［南多摩郡日野町］ (明治 35 年頃)

「府立農事試験場一覧 (明治42年) より転載 

旧第二分場 ［南葛飾郡金町村］ (明治 35 年頃)
［同一覧より転載］

分場設置申請書と許可書(明治34年)
［東京都公文書館所蔵］

中野本場庭園
［同一覧より転載］

中野本場全図 東京府立農事試験場の跡
［現中野区中央］［同一覧より転載］



立川本場 本館初代 (大正14年) 立川本場 本館 2代 目 (昭和34年)

落成式式典 (大正14年)立川移転落成式と共催された全国農具共進会

(大正14年)

江戸川分場本館 (昭和34年)



本場 農芸化学実験室 (昭和30年頃)本場 温室 (昭和10年頃)

［東京府史 (昭和10年) より転載］

本場 農業講習所 (昭和21年) 本場 庭園 と 模範農家 (昭和40年頃)

旧五日市分場 ［五日市町］ (昭和45年頃) 秋川庁舎 ［秋川市］ (昭和50年頃)
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本場 試験ほ場 (昭和10年頃)

［東京府史 行政編第2巻 (昭和10年) より転載］

本場 試験ほ場 (昭和10年頃)
［同府史 より転載］

本場 有畜営農研究 (昭和10年頃) 馬込半白きゅうり委託採種場 ［現大田区馬込］ (昭和7年)
［江戸•東京ゆかりの野菜と花

企画発行 JA東京中央会 (1992) より転載］

本場 農作業 (昭和10年頃) 江戸川分場 出荷作業 (昭和35年頃)



主な育成品種

トマト「あずま」 ウド「都香」

サクラソウ「江戸小町」 サクラソウ「春がすみ」

ブドウ「高尾」
萎黄病抵抗性コマツナ育成系統(右)



本場 温室(現在) 本場 管理棟 ・ 農機具棟 (現在)

本場 展示温室 (現在) 本場 試験ほ場 (現在)

本場 試験ほ場 (現在) 本場 田植共同作業 (昭和55年頃)



本場 全景 (現在)

江戸川分場 全景 (現在)



大島園芸技術センター(現在) 三宅島園芸技術センター(現在)

八丈島園芸技術センター (現在) 小笠原亜熱帯農業センター (現在)

農業試験場名板 江戸川分場 本館 と 展示温室 (現在)
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